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備 考  

日本では栃木県以南の高い自然度を保つ河口域に主に生息する。県内

では河川改修などにより生息環境が悪化した生息地がいくつか生じて

きており，今後，生息状況の悪化が懸念される。 

 

山国川，駅館川，八坂川，冷川，大分川，大野川，臼杵川，番匠川の

各水系 

 

栃木県遊水池～種子島 

中国 

 

河川の中・下流域から汽水域にかけての砂・泥・礫底。 

 

県内の生息が確認されている大半の河川で個体数は減少してきている。 

 

環境庁により「日本の重要な淡水魚」に指定。 

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

 

準 
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アオギス 
日本ではかって東京湾以南の沿岸域に広く分布していた。県内では限

定された海域にのみ生息する。干潟や河口砂底域の消失及び減少など

による生息環境の悪化が懸念される。 

 

山国川河口域から豊前海，八坂川河口域から守江湾周辺 

 

 

吉野川河口，大分県，鹿児島県 

台湾 

 

干潟の内湾。 

 

 

現在，ある程度のまとまった個体数を確認できるのは，全国的にも本

県のみである。 

スズキ目 
PERCIFORMES 
キス科 
Sillaginidae

 

Ⅱ 
掲載なし 
絶滅危惧 

Sillago parvisquamis Gill

カワアナゴ 

スズキ目 
PERCIFORMES 
カワアナゴ科 
Eleotridae

Temminck and Schlegel
Eleotris oxycephala

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生息環境 
 
 
現　　状 

トビハゼ 
日本では関東以南から沖縄島まで分布する。本県では干拓や埋め立て

工事による干潟の狭小と餌となる小動物の減少により，生息数の減少

が懸念される。 

 

山国川・駅館川・桂川を中心とした周防灘に注ぐ各河川の河口域，及

び八坂川河口域から守江湾周辺 

 

東京湾～沖縄島 

朝鮮半島，中国，台湾 

 

泥質干潟が発達する河口域及び内湾。 

 

 

守江湾以北の各河口・干潟に生息するが，各生息地とも個体数は減少

傾向にある。 

スズキ目 
PERCIFORMES 
ハゼ科 
Gobiidae
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準 
地域個体群 
危急種(東京湾個体群)， 
希少種(沖縄島個体群)

Periophthalmus modestus Cantor




